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平成３０年度 八丈町社会福祉協議会事業報告書 

１ 法人運営事業 

組織運営事業                    

① 会員について  

※７月を中心に各地区振興委員の協力を得て「会員会費集金」を行った。なお、今年度より「地

区団体会費」を創設した為、個人会員が大きく減少し団体会員が増加した。 

 

 

 

 

 

② 機関について 

 理事 １５名  評議員 １９名  監事 ２名 

事務局体制 

   事務局長以下１３名 【正規職員９名・嘱託職員４名】 

   社会福祉士１名・介護福祉士６名・社会福祉主事１名・介護支援専門員１名 

福祉用具専門相談員１名 

  ※事業部門にはヘルパーが９名、協力員６名、入浴スタッフが１０名（ヘルパーと重複する

者３名）、給食スタッフ６２名、訪問理髪スタッフ４名の方々が登録している。 

③ 理事会の開催  

第１回  ５月２２日 平成２９年度事業報告・決算、３０年度社協事業説明会、助成金、 

          について他。 

第２回   ６月 ２９日 平成３０年度補正予算、社会福祉充実残額について他。 

第３回  １０月１２日 平成３０年度補正予算、福祉バザーについて。 

第４回  ３月１９日 平成３０年度補正予算、平成３１年度事業計画・予算案、規定の改

定、評議員会の開催について他。 

④ 評議員会の開催 

第１回  ５月２２日 平成２９年度事業報告・決算、３０年度社協事業説明会、理事の選

任及び解任について。 

第２回   ６月２９日 平成３０年度補正予算、社会福祉充実残額について他。 

第３回 １２月２０日 平成３０年度補正予算、歳末助け合い運動について。 

第４回  ３月１３日 平成３０年度補正予算、平成３１年度事業計画・予算案、定款の変

更、役員の報酬について他。 

 

⑤ 監査の実施  

第１回監査  ５月１７日 監事による監査を実施 

第２回監査  １月 ９日 監事による監査を実施 

 

 

 個人会員 
団体会員 

（地区団体含）
会 費 額 

平成３０年度 １,７０１ ９５ ２,３５９,１００ 

平成２９年度 ２,１２３ ８８ ２,５２６,０００ 

比 較 －４２２ ７ －１６６,９００ 
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⑥ 研修・会議  

４月１７日～１９日  生活福祉資金新任職員研修（貸付共通編）に安達出席 

４月２３日～２５日  生活福祉資金新任職員研修（福祉資金編）に安達出席 

４月２６日～２７日  第１回区市町村社協事務局長会に奥山事務局長出席 

５月１０日～１１日  第１回区市町村社協部会に葛馬会長出席 

５月１３日～１５日 支庁合同研修及び東京都島しょ民生児童委員連絡協議会総会に 

奥山事務局長出席 

５月２８日～２９日 受験生チャレンジ支援貸付事業相談研修に佐々木主事出席 

５月２７日～２９日  生活福祉資金新任職員研修（償還編）に安達出席 

６月２６日～２７日 東京都社会福祉協議会定時評議員会に葛馬会長出席 

７月 ５日～ ６日 第２回区市町村社協事務局長会に奥山事務局長出席 

８月１６日～２１日 社会福祉主事資格認定課程第９回スクーリングに佐々木主事出席 

９月２１日～２２日 市町村社協会長・役員・事務局長研修協議会に葛馬会長・奥山副会長・     

          奥山理事・内山監事・奥山事務局長出席 

１０月２６日～２７日  東京都社会福祉協議会評議員会に葛馬会長出席 

１０月３０日～３１日  第３回区市町村社協事務局長会に奥山事務局長出席 

１１月２９日～３０日 東社協地域福祉権利擁護センター長会議に小田主任出席 

1 月２８日～２９日  民生委員・児童委員生活福祉資金研修会に冬木克良・成田國江民生委員

を派遣 

１月２９日～３０日  第４回区市町村社協事務局長会に奥山事務局長出席 

２月 ７日～ ８日   第２回区市町村社協部会に葛馬会長出席 

２月１２日～１３日 家事関係機関と東京家庭裁判所との連絡協議会に奥山事務局長出席 

２月１９日～２１日 第２回指定更新事業者研修会に安達出席 

３月２６日～２７日 東京都社会福祉協議会定時評議員会に葛馬会長出席 

 

⑦ 会報の発行  

４月１日 ４０４号 平成３０年度事業計画・予算、行事日程表、助成金について他 

５月１日 ４０５号 あいさつ運動について、福祉まつりについて他 

 ６月１日 ４０６号 福祉まつりについて、事業説明会､椿油の販売について他 

 ７月１日 ４０７号 社協会員増強月間、平成２９年度事業報告・決算報告他 

８月１日 ４０８号 受験生チャレンジ支援貸付、暑中見舞い他 

 ９月１日 ４０９号 教育支援資金、地域声かけ事業につて他 

１０月１日 ４１０号 あいさつ運動、福祉バザーについて、第３次みつわ計画について他 

１１月１日 ４１１号 福祉バザー開催・敬老会報告・スクール出前報告他 

１２月１日 ４１２号 歳末たすけあい運動、第３次みつわ計画について他 

 １月１日 ４１３号 会長新年あいさつ、福祉バザー報告、お年玉クイズ他 

 ２月１日 ４１４号 歳末たすけあい運動の報告、百歳お祝い報告他 

 ３月１日 ４１５号 福祉バザーご寄付物品に関するお願い、地域権利擁護事業の案内他 

⑧ 島しょ社協連絡協議会 

 本年の島しょ連絡協議会は監事の新島村社会福祉協議会の都合により、開催できませんでし

た。来年度改めて新島において開催予定です。 
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２ 地域福祉事業 

移送サービス事業  

道路運送法７８条第２号に基づき、ハンディキャブ４台を使い移送サービス事業（福祉有償運

送）を１,０７１回行なった。年間の利用回数は昨年より３１８件の減少となった。 

（短期＝ショートステイ・前年＝前年の回数） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2月 3 月 合計

通院 112 87 103 95 69 62 90 82 64 73 65 85 987

短期 5 7 8 6 5 9 4 6 4 7 7 5 73

他 1 2 2 0 0 1 1 2 0 0 1 1 11

合計 118 96 113 101 74 72 95 90 68 80 73 91 1,071

前年 116 120 128 134 153 113 113 92 99 115 97 109 1,389

前年比 2 -24 -15 -33 -79 -41 -18 -2 -31 -35 -24 -18 -318

 

給食サービス事業    

 毎週水曜日（７・８月を除く）の昼食を各地域公民館で作り高齢者等へ宅配。年間４２回実施

した。 

地域 
利用 

者数 

調理 

員数 

配達 

者数 

４月 ５月 ６月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月  3 月  
合計

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

三 43 7 5 141 193 154 133 158 128 141 147 141 137 1,473

大 31 7 5 78 98 74 79 114 111 113 121 114 115 1,017

樫 13 7 5 44 57 43 40 56 48 50 50 49 48 485

中 22 7 6 76 101 77 78 54 73 75 78 82 77 771

末 19 4 5 67 84 66 60 79 70 71 80 79 76 732

合計 128 32 26 406 533 414 390 461 430 450 476 465 453 4,478

前年 98 35 29 432 421 415 424 419 537 442 409 434 315 4,248

 

 利用者は全体で１２８名と前年より３０名の増。件数は調理員の分も含め延べ４，４７８食を配

食し、２３０件の増となった。 

 

福祉用具貸出事業  

 １４種類の福祉用具を保有し、延べ１０８件の貸出しを行った。 

用具名 数 実績 用具名 数 実績 

車いす 22 19 歩行器 5 0 

電動ベッド 35 40 シャワーキャリー 5 1 

吸引器 7 10 サイドテーブル 2 1 

シャワーチェアー 5 1 杖 9 0 

介助バー 11 13 スロープ 2 0 

ポータブルトイレ 5 1 車いす用ヘッドレスト 1 0 

四点杖 4 0 簡易ベッド 20 22 

 前年と比較して貸出実績が５件減少した。電動ベッド、簡易ベッドの需要が多い。 
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児童福祉事業  

①  育児用品貸出 

ベビーバス７件、ベビーベッド９件、チャイルドシート２６件の実績となった。 

②  行事日程集約 

３０年４月号に前期分、３０年１０月号に後期分、広報誌「しゃきょう」の折り込みとして

「年間イベントカレンダー」を全戸配布した。 

 

高齢者福祉事業 

① 敬老会  

各地域婦人会と町と共催で敬老会を実施。お年寄り１人につき４２０円、全体で２，３２１人

分９７４，８２０円の食材費を助成した。 

 

②  １００歳お祝い  

３０年度に１００歳の誕生日を迎えたられた方、４名にお祝い金と賞状を贈った。 

  

③ 高齢者サロンを坂下地域１カ所（三根・大賀郷合同）、坂上地域２カ所（樫立）・（中之郷）

で行った。坂下１５９名、坂上１０８名（樫立は６回実施／１２名）・（中之郷は１２回実施

／９６名）の参加があった。 

 

障がい者福祉事業 

① 訪問理髪サービス  

４名の美容師と理容師の協力を得て実施。利用料３,５００円のうち２,０００円を助成。 

１７人の利用者に対し３７回実施した。 

② 障害に関する啓発事業 

６月１０日、八丈町多目的ホールおじゃれ他にて「福祉まつり」を開催した。 

 

小地域福祉事業  

① ５月と１０月に「あいさつ運動」を実施。のぼりの設置や各学校前での朝の挨拶などを実施

した。 

 

生活協力員事業  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

利用者数 １ ２ １ ２ １ ２ １ １ １ ２ １ １ １６ 

協力員数 ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３０ 

介護保険での対応ができない３名に対し、４人の協力員がケアマネージャー等と連携を図りなが

ら、全額本人負担の私的サービスを提供し、利用者の生活支援を行った。 

 

助成事業  

以下の団体に活動費を助成した。総額 ７００，０００円 （ボ＝ボランティアの略） 

ちょんこめボ 10.5万円 ロベの会ボ 10.5 万円 文庫連絡会 12 万円 あびの実 8 万円 

ひよこ 7 万円 かぶつ 10.5 万円 ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰ  3 万円 うれ P家 8.5 万円 
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福祉交流会  

 今年度は、福祉まつりを実施した為、交流会は行わなかった。 

 

福祉バザー事業  

 １１月１１日に三根小学校で福祉バザーを実施した。また、１１月１５日～１６日には保健福

祉センターにて売りつくしセールを実施した。これらの総収入は１,１９４，５６５円となり、

収益は給食サービス、移送サービス事業などの事業費として活用した。 

 

ボランティアセンター事業  

① ボランティアコーナーだよりの発行 

毎月発行される広報紙「しゃきょう」に毎回ボランティアコーナーだよりを掲載し、ボラン

ティア関連の情報を提供した。 

②  ボランティア保険 

９団体６９９名が加入、内２０６名に１名につき３００円の保険料を助成した。また、個人

では２名が加入、内２名に保険料を助成した。 

③  行事保険 

１１団体５０回分の行事保険の取次ぎを行った。 

④ 古切手、ブルーチップ、外国コイン、ベルマーク等を収集・整理して各団体へ送った。 

 

⑤ スクール出前  ６回 

福祉体験学習の場として、教師との事前打ち合わせを行いながら下記の指導を行った。 

４月２０日（金）  「高齢者疑似体験」    13:35～15:05 大賀郷小学校 5年生  27 人 

５月２２日（火）  「車いす体験・手話体験」 13:25～15:15 三原中学校 2 年生   10 人 

５月３１日（木）  「高齢者疑似体験」    14:25～15:15 三原中学校 2 年生   10 人 

９月 ７日（金）  「目の不自由な人の理解」   9:25～10:10 大賀郷小学校 4年生  11 人 

９月１０日（月）  「目の不自由な人の理解」   9:25～11:00 大賀郷小学校 4年生  11 人 

９月１１日（火）  「目の不自由な人の理解」  8:35～ 9:20 大賀郷小学校 4年生  11 人 

 

日常生活書類等管理支援事業 

日常生活において金銭等の管理が不安な方々を対象に、通帳やカードの保管・管理等を行った。 

知的障害者２名、身体障害者０名、精神障害者９名、高齢者６名の１７名が利用した。 

 

 

３ 受託事業 

 生活福祉資金貸付  

① 以下の表の通り生活福祉資金の貸付を行った。 

資   金 利用件数 貸付金額 

緊急小口資金 1 95,000

教育支援資金 
新規※ 0 0

継続※ 1 660,000

合   計 2 755,000

今年度の生活福祉資金の貸付は、緊急小口資金と教育支援資金の 2種類の貸付があった。教
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育支援資金は今年度は新規の貸付はなく、継続が 1件のみと、昨年に引き続き貸付件数が少なか

った。 

※教育支援資金は複数年に渡って貸付を行う。そのため、「新規」とは貸付初年度に資金を貸付

けたもの、「継続」とは次年度以降に継続して資金を貸付けたものを表している。 

 

福祉サービス利用援助事業 

① 地域福祉権利擁護事業 

福祉サービスの利用や、金銭管理の援助をする地域福祉権利擁護事業のサービス実施。 

利用者４名。 

 

受験生チャレンジ支援貸付事業  

 八丈町の委託を受け、一定の所得以下の世帯の受験生を支援するため、相談・資金貸付等をおこな

った。相談件数は１２件、貸付件数１件（受験料貸付金件数１件・学習塾等受講料貸付件数０件）で

あった。 

 

４ 居宅介護事業  

訪問介護事業（ニコニコホームヘルプサービス)   

① 介護保険下利用者実数  

地域 三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 計 

利用者   20 11 5 5 5 46 

前年 33 21 5 9 9 77 

 

② 介護保険事業（利用＝利用者数・ヘ＝ヘルパー数） 

（身体＝身体介護時間 生活＝生活援助時間 予防＝介護予防時間） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

利用 44 46 46 45 45 46 50 51 49 48 50 50 570 

ヘ 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 137 

身体 220.5 232.25 234 245.5 242.9 271.5 281.5 281.9 275.9 293.1 230.3 281 3090.35

生活 44.25 35.5 23 32 27.25 29.75 27 41.75 37 42 34.65 48.25 422.4 

総合 117 150 151 146 138 143 146 134 132 122 119 153 1651 

合計 381.75 417.75 408 423.5 408.15 444.25 454.5 457.65 444.9 457.1 383.95 482.25 5163.75

前年 464.5 474.5 437.75 477.5 492.95 514 521 484.5 431 490 363 412.5 5563.2

利用者の延べ人数は 31 人減少、サービス提供時間は 399.45 時間の減となった。 

 

 障害者総合支援法事業 

①障害者総合支援法下利用者実数  

 身体障害 知的障害  障害児 精神障害   計 

介護給付費利用人数 8 5 0 7 20 

前  年 8 3 1 8 20 
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②障害者総合支援法事業【居宅生活支援事業】 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

身体 6 7 6 7 7 6 7 5 7 4 5 4 71 

時間 65.5 66.5 50.5 65.5 57.0 52.5 48.5 53.5 56.5 48.0 60.5 50.5 675 

知的 3 3 3 3 2 2 3 3 2 2 2 2 30 

時間 44.5 35.0 37.5 40.0 32.5 29.5 42.5 34.5 32.5 32.5 7.0 10.0 378 

児童 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

精神 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 6 5 69 

時間 31.5 35.5 38 34.5 37.5 31.5 24 27 27.5 25 25 26 363 

へ 10 10 10 8 9 9 9 9 8 8 7 7 104 

合計 141.5 137.0 126 140 127 113.5 115 115.0 116.5 105.5 92.5 86.5 1416 

前年 181 200.0 174 171 164.5 158 170 167.0 191 182.5 143.5 183.0 2086 

身体・知的・児童・精神を対象とした居宅生活支援事業を実施した。 

昨年と比べ提供時間で 670 時間の減となった。 

 

訪問入浴介護事業（やすらぎ入浴サービス） 

 

 

①利用実態 （利用＝利用者数・回数＝実施回数・前比＝前年比） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用者 10 10 10 8 8 5 7 7 7 9 8 11 100

回 数 33 42 35 33 33 20 25 18 20 32 29 34 354

前 年 39 40 50 44 47 44 35 33 30 28 29 33 452

前年比 -6 2 -15 -11 -14 -24 -10 -15 -10 4 0 1 -98

利用者の減少が大きい。施設等で入浴できる場所が増えたことが利用者の増えない原因である

と思われる。 

 

５ 応急小口資金貸付事業  

 今年度は貸付を行わなかった。現在は貸付の対象を医療費に限定している為、相談があっても

貸付に至らないケースもあった。 

 

６ 歳末たすけあい運動事業  

 １２月を実施期間とし、商店などには「募金缶」を設置、その他行政機関や団体には「募金袋」

を回す方法で募金を依頼した。その結果、５７３,００３円の募金が集まった。 

 

地域 三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 計 

利用者 ８ ６ １ ２ ２ １９ 

前年 ７ ８ ２ ２ ０ １９ 
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金額

50,000

63,580,045

5,543

715,260

0

14,500

2,700

52,800

0

109,100

1,000

5,000

2,634,773

935,398

886,959

7,236

804

205,546

169,504

22,828

49,148

5,100

△ 1,867

200

831,213

55,810

197,287

10,000

112,200

67,680

12,877

64,800

35,400

395,740

14,807

298,000

71,547,391

6,688,720

　　　３０年度健康保険・厚生年金（本人分）
　　立替金

　　　３０年度団体会費

　　　３０年度ボランティア保険掛け金

流　　動　　資　　産　　合　　計

　　東京都八丈島八丈町大賀郷２４７８番地

　２　固定資産

　　（１）　基本財産

　　短期貸付金

　　事業未収金

　　　２・３月分訪問介護介護報酬（国保連）

　　　１０～３月分福祉用具貸出利用料

　　　８・２・３月分生活協力員利用料

　　　３月分移送サービス利用料

　　　２９年度１・３月・平成３０年度３月分訪問介護私的利用者負担金

　　前払金

　　　３月分給食サービス利用料

　　　２・３月分予防訪問入浴介護介護報酬（国保連）

　　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（応急）

　　　３月分訪問入浴介護利用者負担金（一般）

　　　３月分日常生活書類等管理利用料

　　建　　　物

　　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（一般）

一　　般　　会　　計　　財　　産　　目　　録　

平成３1年３月３１日現在

　１　流動資産

　Ⅰ　資産の部

資産・負債の内訳

　　現金 　　　現金手許有高

　　普通預金

　　　１・２・３月分訪問介護介護予防報酬（国保連）

　　現金預金

　　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（生福）

　　　３月分給食材料費清算金

　　　３月分総合支援介護利用者負担金

　　　３１年度行事日程カレンダー印刷費

　　　２・３月分介護給付費（国保連）

　　　２・３月分訪問介護利用者負担金（公費）

　　　２・３月分訪問介護利用者負担金（一般）

　　　２・３月分訪問介護予防利用者負担金（公費）

　　　２・３月分訪問入浴介護介護報酬（国保連）

　　　応急小口資金貸付金

　　　３０年度法定福利費返金

　　　１０～３月分育児用具貸出利用料

　　　３月分福祉サービス利用援助事業利用料

　　　会長評議委員会出席旅費（東社協）

　　　３０年度雇用保険（本人分）

　　　２・３月分訪問介護予防利用者負担金（一般）

　　　３月分総合支援介護私的利用者負担金

　　　３月分移動支援委託費

　　　３月分移動支援利用者負担金

　　　３０年度在宅サービス保険掛け金

　　　３１年度労働保険掛金

1



金額

一　　般　　会　　計　　財　　産　　目　　録　

平成３1年３月３１日現在

資産・負債の内訳

1,000,000

7,688,720

1,552,000

1

1

1

1

1

1

1

1

89,583

1

1

1

1

19,188

1

1

1

84,974

84,080

301,969

84,531

394,157

187,200

149,968

1

1

1

10,000

9,730,621

3,179,730

9,263

6,187,410

2,399,996

76,812

4,645,163

13,966,800

76,035,819

119,189,282

126,878,002

198,425,393

　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（退職）

　　JA東京島しょ（運用）

　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（ボラ）

　　ボランティア軽自動車（ボランティア2号）

　　（２）　その他の固定資産

　　移動入浴車４

　　福祉用具搬送用トラック

　　福祉用具搬送用バネットバン

　　移送用ハンディキャブ(赤い羽根号）

　　コピー機２（ボランティアコーナー用）

　　大型コンテナ２（地域）

　　移送用ハンディキャブ(日本財団２号）

　　建　　　物

　　車輌運搬具

　　移送用ハンディキャブ（日本財団号）

　　器具及び備品

　　UTM（ネットセキュリティ機器）

　　AED

　　投資有価証券

　　東社協共済会積立資産

　固　定　資　産　合　計

　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（ボラ）
　　ボラ運用財産積立資産

資　　　産　　　合　　　計

　　運用財産積立資産

　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（介護）

　　みずほ銀行浜松町支店八丈島特別出張所（介護）

　　JA東京島しょ

　基　　本　　財　　産　　合　　計

　　福祉用具倉庫

退職給付引当資産

　　JA東京島しょ（運用）

　　介護運用財産積立資産

　　財務会計システム

　　ヘルパー管理システム

　　電話加入権

　　定期預金

　　七島信用組合出資金

そ　の　他　の　固　定　資　産　合　計

　　ソフトウエア

　　移動入浴車３

　　ビデオプロジェクター

　　権利

　　歩行器

　　給与計算システム

　　大型コンテナ１（法人）

　　介護支援車（ヘルパー３号）

　　ビジネスフォン

　　エアコン（新事務所ヘルパー室）

　　サーバーラック

　　ビジネスフォン（追加分）

　　JA東京島しょ建更積立金（運用）

　　パソコン１２（チャレンジ）

　　大型金庫

　　電動ベッド２８台
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金額

一　　般　　会　　計　　財　　産　　目　　録　

平成３1年３月３１日現在

資産・負債の内訳

6,000

673,350

83,540

312,000

90,200

2,000

26,400

2,100

5,971

19,164

3,880

5,400

4,018

6,155

5,218

14,577

42,139

951,420

22,000

1,273

2,200

220

△ 300

6,120

145,055

48,900

35,420

824,224

3,338,644

9,730,621

3,179,730

12,910,351

16,248,995

182,176,398

　　後期分給食宅配料

　　休業者・退職者住民税

　　休業者共済掛金

退職給与引当金
　　退職給与引当金（社協独自）

　　３月分ガソリン代（八丈交通）

　２　固定負債

　　２・３月分コピーカウンター料（ボラコーナー用・リコー）

　１　流動負債

　　２・３月分コピートータルサービス料（事務所用・富士ゼロックス）

　　３月分ガソリン代（今関商会）

流　　動　　負　　債　　合　　計

　　３月分みずほ銀行振込手数料

差　　　　　引　　　　　純　　　　　資　　　　　産

固　　定　　負　　債　　合　　計

負　　　債　　　合　　　計

　　東社協共済会掛金

　　３月分生活協力員賃金

　　３月分生活協力員旅費

　　３月分入浴車灯油代（今関商会）

　　３月分訪問理髪サービス協力員委託費

　　３月分みずほ銀行Eビジネスサイト利用料

　　２・３月分健保・厚年・介護（港年金事務所）

　　３月分訪問入浴介護スタッフ賃金

　Ⅱ　負債の部

　　３月分ガソリン代（八丈給油所）

　　職員預り金

　　３０年度雇用保険掛け金

　　３月分訪問介護ヘルパー賃金

　　３月分中退共掛金

　　３月分電話代

　　３０年度スタッフ所得税過誤預り分

　　３月分訪問介護ヘルパー旅費

　　２・３月分健保・厚年・介護・子ども等掛け金（港年金事務所）

　　ヘルパー用自動車修理代

　　事業未払金

　　２９年度労働保険一般拠出金

　　３月分生活支援員賃金

　　預り金
　　２９年度訪問介護利用料過誤返金分

　　３月分所得税
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区分 品名 購入年度 数量 取得価格 29年度目録額 30年度償却額 30年度目録額

　建物 H4 1 18,166,011 7,113,805 425,085 6,688,720

　金庫 H4 1 140,000 1 0 1

　大型コンテナ H13 1 651,000 1 0 1

　財務会計システム H14 1 1,381,800 1 0 1

　プロジェクター　 H20 1 137,550 1 0 1

　給与計算システム H24 1 483,000 1 0 1

　ビジネスフォン H25 1 1,042,650 259,097 174,123 84,974

　エアコン（新事務所ヘルパー室） H27 1 622,512 405,929 103,960 301,969

　サーバーラック H27 1 107,296 91,720 7,189 84,531

　UTM（ネットセキュリティ機器） H27 1 569,867 451,144 56,987 394,157

　ビジネスフォン(追加分) H29 1 118,800 103,920 19,840 84,080

　　　　　法人減価償却額計 23,420,486 8,425,620 787,184 7,638,436

　福祉用具倉庫 H22 1 4,000,000 1,840,000 288,000 1,552,000

　トラック（福祉用具） H22 1 1,498,710 1 0 1

　ライトエース（福祉用具） H20 1 827,150 1 0 1

　電動ベッド H11 2 355,600 2 0 2

　電動ベッド H12 1 195,275 1 0 1

　電動ベッド H13 3 593,900 3 0 3

　電動ベッド H14 2 357,000 2 0 2

　電動ベッド H15 1 210,600 1 0 1

　電動ベッド H18 3 483,600 3 0 3

　電動ベッド H19 3 525,000 3 0 3

　電動ベッド H20 3 588,000 3 0 3

　電動ベッド H21 2 390,000 2 0 2

　電動ベッド H22 3 558,000 46,500 46,497 3

　電動ベッド H23 5 920,000 134,165 115,000 19,165

　歩行器 H9 1 130,275 1 0 1

　大型コンテナ H17 1 651,000 1 0 1

　ハンディキャブ（日本財団） H18 1 1,383,620 1 0 1

　ハンディキャブ（日本財団２号） H21 1 1,298,380 1 0 1

　ハンディキャブ（赤い羽根） H24 1 1,579,180 1 0 1

　軽自動車（ボラ用） H27 1 860,000 304,583 215,000 89,583

　コピー機２（会議室） H23 1 416,850 1 0 1

地域減価償却額計 17,822,140 2,325,276 664,497 1,660,779

　パソコン１２ H20 1 91,579 1 0 1

受託減価償却額計 91,579 1 0 1

　訪問入浴車３　 H20 1 3,500,000 1 0 1

　訪問入浴車４ H24 1 4,435,472 1 0 1

　ヘルパー管理システム　 H20 1 630,000 1 0 1

　介護支援車（ヘルパー３号） H25 1 999,110 1 0 1

　AED H28 2 561,600 327,600 140,400 187,200

　　　　　老人居宅減価償却額計 10,126,182 327,604 140,400 187,204

減価償却額合計 51,460,387 11,078,501 1,592,081 9,486,420

※受託事業のパソコンは固定資産として購入の為１０万円以下だが減価償却の対象とする。

平成30年度減価償却報告書（１つ１０万円以上対象）

居
宅
介
護
事
業

法
人
運
営
事
業

地
域
福
祉
事
業

受
託
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社会福祉法人

　　　会　長

監査報告書

八丈町社会福祉協議会

　葛　馬　忠　道　殿

令和元年よ月／ゾ日

ロ：白白加番

Ｅ＝事：丘言、川本診

　私たち監事は、平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの平成３０年度の理

事の職務の執行について監査いたしました。その方法及びその結果について、次の通り報

告いたします。

１。　監査の方法及びその内容

　　各監事は、理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努

　めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行

　状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務

　及び財産の状況を調査しました。以上の方法により、当該会計年度に係る事業報告及び

　その附属明細書について検討いたしました。

　　さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該会計年度に係る計算関係

　書類（計算書類及びその附属明細書）及び財産目録について検討しました。

２。　監査の結果

（１）事業報告等の監査結果

　　①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示して

　　　いるものと認めます。

　　②理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事

　　　実は認められません。

（２）計算関係書類及び財産目録の監査結果

　　計算関係書類及び財産目録については、法人の財産、収支及び純資産の増減の増減の

　　状況を全ての重要な点において適正に表示しているものと認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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